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株式会社 ABC Glamp＆Outdoors 
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株式会社ABC Glamp＆Outdoors（代表取締役社長 太田充彦）は、2021年３月に岐阜

県恵那市、一般社団法人ジバスクラム恵那と 3 者で「アウトドアレジャーによる地域の活性化

をめざす包括連携協定」を締結し、2022 年春の開業を目指し『Hoko.Glamping』（「根の

上アウトドアパーク恵那」内）の開発を進めることとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(完成イメージ) 

【Hoko.Glamping（ホコ グランピング）開発プロジェクトとは】 

恵那市が保有するアウトドア観光資源（自然・食・文化等）を、グランピング施設基点の地域

観光サイクル（滞在・地元食材・体験）として観光客の方々へご提供していくプロジェクトです。 

施設は、標高約 1,000m の県立自然公園「根の上高原」内で、名古屋市内から車で約 1 時

間というマイクロツーリズム圏内。保古の湖周辺には「国民宿舎恵那山荘」、「根の上高原保

古の湖キャンプグラウンド」もある絶好のロケーションです。この場所に、新たにグランピング

施設「Hoko.Glamping」が加わることで、より幅広い層にアウトドア観光をお楽みいただけ

るようになります。 

 

2022年春、ABC Glamp＆Outdoorsが開発＆プロデュースする 

グランピング施設「Hoko.Glamping」が 

岐阜県恵那市に誕生します！ 

 



         

 

【コンセプトは癒しの焚き火】 

「Hoko.Glamping」は、恵那市の資源の一つである「木」をテーマに、「檜＝火の木」から 

「焚き火を堪能できるグランピング」をコンセプトに掲げています。 

各宿泊棟での焚き火やセンターエリアでのビッグファイヤーは勿論、保古の湖の湖畔エリア

には癒しの焚き火スペースを設置、仲間との癒し時間を演出します。 

また豊富な恵那市の食材を生かし、恵那山麓野菜を使った料理や各種オリジナルソースを地

元シェフと開発するなど、地域食材を有効活用した SDGs視点も大切に考えました。 

 

【ドームテント】 

設備開発における最大のポイントは宿泊棟として利用されるグランピングドームテント。 

Hoko.Glamping ではテントの全ての部材・素材に日本製品を採用、国内工場で製造する

ことにより、グランピング場としては非常に希少な「宿泊テントで建築確認」を取得しました。 

この非常に困難なハードルをクリアしたことで、お客様に一層の「安心・安全」を提供すること

が可能となりました。ABC Glamp＆Outdoors は各エリアの特性を活かしつつ、何回も訪

れたくなるハイクオリティなアウトドア施設をご提案する事で地域創生のお手伝いをするとい

う目標に向け活動を続けて行きます。 

 

施設名：Nenoue＊Outdoor Park Ena Hoko.Glamping      ／正式表記 

     （根の上アウトドアパーク恵那「ホコ グランピング」）         ／（読み方） 

住 所：岐阜県恵那市東野 2390-165 

施 設：宿泊エリア 日本製ドームテント（定員 4名）×10基 

             管理棟（大型シャワー、男女トイレ完備） 

             大型ファイヤーピット設置のパブリックスペース 

             テントサウナ他 

    湖畔エリア 8か所のファイヤーピットとリラクゼーションスペース 

    その他恵那山荘のラジウム温泉大浴場が利用可能 

開 業：2022年 4月２７日開業予定 

URL ：https：//hokoglamping.com/ 

予 約：2022年３月 1日予約開始予定 


